
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

こどもたちに夢と未来をつなぐまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

７

トライやる・ウィークを行いました！

町・公立香住病院の職員を募集します！

平成 28 年度国民健康保険税税率などの決定と税額の軽減措置

役場各課などからのお知らせ　　ほか

136
平成 28 年（2016）

2

4

14
16

－ みんなで はいチーズ！ －

　町内 4中学校の 2年生 176 人が参加した「トライ

やる・ウィーク」。小代認定こども園では小代中学

校の生徒 3人が、子どもたちと一緒に「端午の節句

お楽しみ会」をしました。楽しいゲームやダンスを

した後に、こいのぼりの前で記念撮影をしました。

　（本号 2ページに関連記事を掲載）

トライやる・ウィーク
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
６
月
10
日
（
金
）
ま
で
の
５
日
間
、
町
内
４
中
学

校
の
２
年
生
１
７
６
人
が
「
ト
ラ
イ
や
る･

ウ
ィ
ー
ク
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
中
、
町
内
の
82
事
業
所
で
大
勢
の
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
仕
事
を
体
験
し
、
楽
し
さ
、
厳

し
さ
、
喜
び
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
皆
さ
ん
、
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
こ
で
取
り
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「ジオパークを案内できる！」

「自分の命を守る綱！」

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
海
の
文
化
館

で
は
香
住
第
一
中
学
校
の
生
徒

２
人
が
体
験
。
こ
の
日
は
香
住

区
内
の
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
の
か
え

る
島
や
足
跡
化
石
な
ど
の
説
明

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
化
石
の

成
り
立
ち
な
ど
の
説
明
を
真
剣

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
を
し
て
い
た
川
端
俊と

し

き喜
さ
ん
（
香
住
区
若

松
）
は
「
足
跡
化
石
の
こ
と
が
大
変
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
た
い
で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
文
…
西
川
和か

ず

き貴
、
写
真
…
山
本
雅
也
）

　

美
方
広
域
消
防
署
香
住
分
署
で

は
香
住
第
一
中
学
校
３
人
と
香
住

第
二
中
学
校
１
人
の
生
徒
が
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
で
「
座
席
結
び
」
の
訓

練
中
。
明
日
行
わ
れ
る
15
ｍ
の
降

下
訓
練
の
命
綱
と
な
る
た
め
、
集
中
し
て
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

訓
練
を
終
え
た
上
田
嵩た

か

や矢
さ
ん（
香
住
区
香
住
）

は
「
と
て
も
難
し
か
っ
た
け
ど
で
き
た
時
は
達
成

感
が
あ
り
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
文
…
北
脇
正
悠
、
写
真
…
西
川
和
貴
）

▲足跡化石の説明を受けています

▲ロープワークを学びます

　

か
す
み
矢
田
川
温
泉
で
は
、
香
住
第
一

中
学
校
の
生
徒
２
人
が
や
や
緊
張
し
た
様

子
で
フ
ロ
ン
ト
に
立
っ
て
接
客
を
し
て
い

ま
し
た
。
フ
ロ
ン
ト
以
外
に
も
浴
室
の
清

掃
や
桶
や
椅
子
の
整
理
整
頓
を
行
う
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

接
客
の
体
験
を
し
て
い
た
松
井
昂こ

う

き輝
さ

ん
（
香
住
区
下
浜
）
は
「
温
泉
に
は
あ
ま

り
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最

初
は
大
変
で
し
た
が
、
今
は
す
ご
く
楽
し

い
で
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
文
…
山
本
雅ま

さ

や也
、
写
真
…
北
脇
正ま

さ

ひ

ろ悠
）

▲フロントで接客中です

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
で

は
香
住
第
二
中
学
校
の
生
徒
３
人
が
利
用

者
の
話
し
相
手
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
午
前
中
は
洗
濯
も
の
を
畳
ん

だ
り
、
お
し
ぼ
り
を
作
っ
た
り
、
ま
た
お

風
呂
上
が
り
の
利
用
者
の
髪
を
ド
ラ
イ

ヤ
ー
で
乾
か
し
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
挑
戦
。
午
後
は
お
茶
を
配
っ
た
り
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
し
て
利
用
者

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま

し
た
。

　

体
験
を
し
て

い
た
沼
田
智と

も

き貴

さ
ん
（
香
住
区

相
谷
）
は
「
ま

だ
慣
れ
て
い
ま

せ
ん
が
こ
れ
か

ら
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

▲利用者にお茶を配ります

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
！
」

「
快
適
な
施
設
に
し
ま
す
！
」

大
人
大
人
へ
の
階
段
！

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
教
育
課
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「子ども大好き！」
　

小
代
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
小
代
中
学
校
の
生

徒
３
人
が
保
育
士
の
仕
事
を
体
験
。

　

取
材
当
日
は
「
端
午
の
節
句
お
楽
し
み
会
」
が

行
わ
れ
、
園
児
に
よ
る
歌
や
ダ
ン
ス
、
中
学
校
の

生
徒
に
よ
る
「
は
て
な
ボ
ッ
ク
ス
」
な
ど
で
園
児

と
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
し
て
い
た
村
尾
愛あ

い

な奈
さ
ん（
小
代
区
貫
田
）

は
「
楽
し
い
け
ど
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
ど
れ

だ
け
大
変
か
分
か
り
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

▲箱の中身はなんだろうね

「いっぱいお客さん来てね！」
　

道
の
駅
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
村
岡
中
学
校
の
生
徒
3
人
が
厨

房
、
ホ
ー
ル
、
特
産
物
販
売
な
ど
担
当
し
、
こ
の
日
は
開
店
前
の
準
備
で
大

忙
し
。

　

取
材
当
日
は
、
全
員
が
厨
房
に
入
り
料
理
長
か
ら
錦
糸
卵
作
り
や
麺
の
湯

が
き
方
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
冷
や
し
中
華
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
別
れ
、
特
産

物
販
売
店
の
商
品
棚
を
整
え
た
り
、
量
り
売
り
用

の
村
岡
米
玄
米
を
精
米
機
に
入
れ
た
り
と
開
店
準

備
を
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
で
接
客
を
担
当
し
た
中
村
真ま

り

な

莉
奈
さ
ん

（
村
岡
区
大
糠
）
は
「
食
事
を
運
ぶ
と
き
失
敗
し
な

い
よ
う
に
と
思
い
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
お
客

様
が
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た

で
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ 3人で錦糸卵作りに挑戦

取材後記取材後記

▲ 左から北脇正悠さん（香住第一中学校、香

住区八原）、西川和貴さん（同中、同区若松）、

山本雅也さん（同中、同）

　トライやる・ウィークの期間中、香住第一中学校の生徒 3人が

役場の業務に挑戦。そのうち 2日間は香住区内の各事業所で取材

活動を行い、本号 2ページ（一部）の記事を作成しました。

　ここでは、３人が役場でのトライやる・ウィークや取材活動を通

して感じたことを『取材後記』としてご紹介します。

　なお、取材を快く受けていただいた各中学校の生徒の皆さん、そ

して各事業所の皆さん、ご協力いただきありがとうございました。

■ 広報の取材ではコミュニケーション

の大切さや、誰が読んでも分かりや

すること、そして人のことを思って

何事もするということが分かりまし

た。（北脇記者）

■ 広報の作り方がよく分かりました。

カメラの使い方などを教わって撮っ

た写真は、自分なりに上手に撮るこ

とができたと思います。（西川記者）

■ 広報の取材ではとても緊張しました。

記事のレイアウトや見出しなどを考

えることはすごく難しかったです。

とても貴重な体験でした。（山本記

者）

▲ いい写真が撮れました
（西川記者）

▲ 緊張するなぁ（右 : 山本記者）

▲ 僕も体験してみます
（北脇記者）
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町
で
は
第
２
次
総
合
計
画
で
、
ま
ち
の
将
来
像
を
「
こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な

ぐ
ま
ち
」
と
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
、
一
般
事
務
職
、
土
木
職
の

ほ
か
、
町
民
の
保
健
、
歯
科
指
導
を
行
う
保
健
師
、
歯
科
衛
生
士
、
そ
し
て
次
代
を
担
う

子
ど
も
の
教
育
、
保
育
に
従
事
す
る
幼
稚
園
教
諭
な
ど
幅
広
い
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

働
く
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
自
ら
も
成
長
し
、
町
の
発
展
の
た
め
に
町
民
と
協
働

し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※ 免許および資格を取得する見込みの人が取得期限までに取得できなかった場合、試験に合格しても採用される資格を失います。※免許および資格を取得する見込みの人が取得期限までに取得できなか た場合 試験に合格しても採用される資格を失います

職種
採用予定人数

勤務先・主な業務内容 受験資格など

一般事務職

6 人
　役場本庁舎や各地域局などで一般行政の業務
に従事します。

　平成 2年 4月 2日以降に生まれた人で、高等学校以上
の学校を卒業した人、または平成 29年 3月末までに卒業
見込みの人

土木職（初級職）

1 人
　役場上下水道課や建設課などで工事の設計、
施工管理などの業務に従事します。

　同上

保健師

1 人
　役場本庁舎や各地域局などで保健指導などの
業務に従事します。

　昭和 61年 4月 2日以降に生まれた人で、保健師の免許
を持つ人、または平成 29年 3月末までに取得見込の人※

歯科衛生士

1 人
　役場本庁舎や各地域局などで歯科衛生指導な
どの業務に従事します。

　昭和 61年 4月 2日以降に生まれた人で、歯科衛生士の
免許を持つ人、または平成 29年 3月末までに取得見込み
の人※

幼稚園教諭

1 人
　町内の幼稚園で園児の教育に従事します。ま
た、町内の保育所などで保育に従事する場合も
あります。

　平成 2年 4月 2日以降に生まれた人で、幼稚園教諭の
免許および保育士の資格を持つ人、または平成 29年 3月
末までにいずれも取得見込みの人※

■ 

職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
受
験
資
格
な
ど

　

下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
採
用
予
定
日

　

平
成
29
年
４
月
１
日
以
降

■
試
験

　

【
第
１
次
試
験
】（
全
職
種
）

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

 　
　

・
９
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　
　

・
香
住
文
化
会
館

　

▼
内
容

　
　

 　

教
養
、
作
文
、
事
務
能
力
の
試
験
と

性
格
検
査
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
土
木

職
は
作
文
試
験
に
替
え
て
専
門
試
験
を

行
い
ま
す
。

　

【
第
２
次
試
験
】（
全
職
種
）

　

 

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　
　

 　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
個
別
に
通
知

し
ま
す
。

　

▼
内
容

　
　

・
一
般
事
務
職
…
グ
ル
ー
プ
討
議

　
　

・ 

土
木
職
、
保
健
師
、
歯
科
衛
生
士
…

グ
ル
ー
プ
討
議
お
よ
び
個
別
面
接

　
　

・ 
幼
稚
園
教
諭
…
グ
ル
ー
プ
討
議
、
個

別
面
接
お
よ
び
実
技
試
験

　

【
第
３
次
試
験
】（
一
般
事
務
職
の
み
）

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　
　

 　

第
２
次
試
験
合
格
者
に
個
別
に
通
知

し
ま
す
。

　

▼
内
容

　
　

個
別
面
接

■
申
込
方
法

　

役
場
ま
た
は
各
地
域
局
備
え
付
け
の
受
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

■
提
出
期
限

　

８
月
16
日
（
火
）
ま
で
の
平
日
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
８
月
16
日
（
火
）

必
着
）。

町
の
正
規
職
員
を
募
集
！

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

役
場
総
務
課

平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
採
用
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

正
規
職
員

■ 

職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
受
験
資
格
な
ど

　

薬
剤
師
…
１
人

　

看
護
師
…
若
干
人

　

い
ず
れ
の
職
種
も
昭
和
45
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
薬
剤
師
、
正
看
護
師

の
免
許
を
持
つ
人
。

■
応
募
期
間

　

①
７
月
15
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

　

②
８
月
12
日
（
金
）
〜
31
日
（
水
）

　

③
９
月
９
日
（
金
）
〜
30
日
（
金
）

　

④
10
月
14
日
（
金
）
〜
31
日
（
月
）

　

⑤
11
月
11
日
（
金
）
〜
30
日
（
水
）

　

⑥
12
月
９
日
（
金
）
〜
28
日
（
水
）

　

⑦
平
成
29
年
１
月
13
日（
金
）〜
31
日（
火
）

　

⑧
平
成
29
年
２
月
10
日（
金
）〜
28
日（
火
）

■
試
験
日

　

８
回
の
試
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
予

定
人
員
に
達
し
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

ま
た
試
験
日
は
各
受
付
期
間
で
異
な
り
ま
す

の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
試
験
方
法

　

能
力
検
査
、
性
格
検
査
お
よ
び
個
別
面
接

を
行
い
ま
す
。

■
提
出
書
類

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

免
許
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添
付
し
て

同
病
院
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
可
）。

臨
時
職
員

■ 

職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
受
験
資
格
な
ど

　

介
護
員
…
１
人

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
健
康
な
人
で
、
介
護

職
員
初
任
者
研
修
課
程
修
了
、
も
し
く
は
介

護
福
祉
士
資
格
を
持
つ
人
。

■
応
募
期
限

　

７
月
22
日
（
金
）

　

※
郵
送
の
場
合
は
７
月
22
日
（
金
）
必
着

■
採
用
予
定
日

　

８
月
１
日
（
月
）

■
試
験

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　
　

・
７
月
27
日
（
水
）

　
　
　

※
時
間
は
応
募
者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す

　
　

・
公
立
香
住
病
院

　

▼
内
容

　
　

個
別
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
提
出
書
類

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添
付
し
て

同
病
院
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
可
）。

■ 

職
種
、
採
用
予
定
人
数

　

 

① 

薬
剤
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検

査
技
師
…
各
１
人

　

②
看
護
師
…
若
干
人

　

③
医
療
事
務
職
…
１
人

■
受
験
資
格
な
ど

　

①
、
②
の
人

　

 　

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
薬
剤
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床

検
査
技
師
、
正
看
護
師
の
免
許
を
持
つ
か

平
成
29
年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

※ 

期
限
ま
で
に
免
許
を
取
得
で
き
な
か
っ

た
場
合
、
試
験
に
合
格
し
て
も
採
用
さ

れ
る
資
格
を
失
い
ま
す
。

　

③
の
人

　

 　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
高
等
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
た

人
、
ま
た
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
の
人

■
採
用
予
定
日

　

平
成
29
年
４
月
１
日
以
降

■
試
験

　

【
第
１
次
試
験
】（
全
職
種
）

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

 　
　

・
９
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

※
時
間
は
応
募
者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す

　
　

・
公
立
香
住
病
院

　

▼
内
容

　
　

 　

能
力
検
査
、
性
格
検
査
お
よ
び
個
別

面
接
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
医
療
事
務

職
は
個
別
面
接
に
替
え
て
作
文
試
験
を

行
い
ま
す
。

　

【
第
２
次
試
験
】（
医
療
事
務
職
）

　

 

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　
　

 　

11
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

第
１
次
試
験
合
格
者
に
個
別
に
通
知
し

ま
す
。

　

▼
内
容

　
　
　

グ
ル
ー
プ
討
議
お
よ
び
個
別
面
接

■
申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

免
許
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
、
ま
た
は
免

許
取
得
見
込
証
明
書
を
添
付
し
て
同
病
院
事

務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

■
提
出
期
限

　

８
月
31
日
（
水
）
ま
で
の
平
日
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
８
月
31
日
（
水
）

必
着
）。

公
立
香
住
病
院
の
正
規
・
臨
時
職
員
を
募
集
！

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

公
立
香
住
病
院
事
務
局

平
成
28
年
度 

職
員
中
途
募
集

公
立
香
住
病
院
の
正
規
職
員
を
募
集
！

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

公
立
香
住
病
院
事
務
局

平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
採
用
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税
率
な
ど
の
決
定
と
税
額
の
軽
減
措
置

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局

平
成
28
年
度 

国
民
健
康
保
険
税

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

便
利
な
カ
ー
ド
で
す

税
率
な
ど
の
決
定

　

平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

税
の
税
率
が
表
１
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
課
税
限
度
額
は
①
医
療
費
給
付
費

分
は
現
行
の
52
万
円
か
ら
54
万
円
に
②
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
は
現
行
の
17
万
円
か
ら
19

万
円
に
③
介
護
納
付
金
分
は
現
行
の
16
万
円

と
同
額
に
―
―
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま
す
。

税
額
の
軽
減

　

世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）
お
よ
び

そ
の
世
帯
の
国
保
加
入
者
の
平
成
27
年
中
の

所
得
の
合
計
が
基
準
以
下
の
場
合
、
均
等
割

額
と
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
表
２
）。

　

た
だ
し
、
こ
の
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
町
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

税
額
の
算
定
方
法

　

国
保
税
は
加
入
者
の
年
齢
に
よ
り
算
定
方

法
が
異
な
り
ま
す
。

　

▼
40
歳
未
満
は
①
＋
②

　

▼
40
歳
以
上
65
歳
未
満
は
①
＋
②
＋
③

　

▼
65
歳
以
上
75
歳
未
満
は
①
＋
②

　
　
　

（
介
護
保
険
料
は
別
に
賦
課
）

区分
①

医療給付費分

②

後期高齢者支援金分

③

介護納付金分

所　得　割 5.71％ 1.63％ 1.82％

資　産　割 13.69％ 3.95％ 4.86％

均　等　割 21,920 円 6,380 円 9,460 円

平　等　割 18,080 円 5,240 円 5,120 円

課税限度額 54万円 19万円 16万円

（表 1）平成 28 年度 国保税 税率表

＜区分ごとの算出方法＞
　・所得割額＝（平成 27 年中の総所得金額など ― 基礎控除額 33 万円）× 税率
　・資産割額＝平成 28 年度の家屋 ･土地に係る固定資産税額 × 税率
　・均等割額＝国保加入者１人にかかる定額
　・平等割額＝国保加入世帯にかかる定額

基準所得 軽減割合

33 万円 7割

33万円＋（被保険者数＋特定同一
世帯所属者数※）× 265,000 円

5 割

33 万円＋（被保険者数＋特定同一
世帯所属者数※）× 480,000 円

2 割

（表 2）所得による軽減割合

※特定同一世帯所属者とは…
　 国保から後期高齢者医療制度に移行し継続して
同じ国保世帯にいる人

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
個
人
番
号
を
証

明
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
人
確
認
書
類
と

し
て
も
同
時
に
使
用
で
き
る
便
利
な
カ
ー
ド

で
す
。

　

ま
た
税
の
電
子
申
告
（
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ
）
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
使
用
で
き
、
交
付
手
数

料
は
無
料
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
取
得
し
ま
せ
ん
か
。　

申
請
方
法

①
郵
便
に
よ
る
申
請

　

通
知
カ
ー
ド（
昨
年
11
月
ご
ろ
に
お
届
け
）

に
同
封
さ
れ
て
い
る
交
付
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
顔
写
真
を
添
付
し
て
返
信
用

封
筒
に
入
れ
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

　

交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
読
み
取
り
、
申
請
用
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
案
内
に

従
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
し
、
顔
写
真
を
添

付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
Ｐ
Ｃ
か
ら
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

　

※ 

交
付
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、

住
所
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
や
、
交

付
申
請
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
役
場

町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

受
取
方
法

① 

交
付
日
時
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
「
交
付

通
知
書
」
を
申
請
者
の
住
所
に
送
付
し
ま

す
。

② 

交
付
通
知
書
、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
住
基
カ
ー

ド
（
お
持
ち
の
人
の
み
）
を
ご
持
参
の
う

え
、
役
場
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
へ
必

ず
申
請
者
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

③ 

窓
口
で
本
人
確
認
、
暗
証
番
号
の
設
定
を

し
て
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。

　

※ 

15
歳
未
満
の
人
は
保
護
者
な
ど
が
同
行

し
て
く
だ
さ
い
。

　

※ 

受
け
取
り
時
間
は
平
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
で
す
。（
予

約
に
よ
り
時
間
外
交
付
も
可
能
）

代
理
受
領
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
身
分
証
明
に
な

る
大
切
な
カ
ー
ド
で
す
の
で
、
ご
本
人
に
受

け
取
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
長
期
入

院
（
入
所
）
や
身
体
の
障
害
（
歩
行
が
困
難
）

な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に

限
り
、
代
理
人
に
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を
委

任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
「
勤
務
地
が
遠
方
で
あ
る
」「
仕

事
を
休
め
な
い
」
な
ど
の
理
由
の
代
理
受
領

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▲マイナンバーキャラクター　
　「マイナちゃん」
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

01 被保険者証の更新時期は88月11日（月）です！
　7月下旬に新しい被保険者証を送付しますので、8月 1日（月）から新

しい被保険者証を医療機関などの窓口で提示してください。

　保険料の納付状況によっては、有効期限が短い保険証（短期被保険者証）

を送付することがあります。保険料納付が困難な事情がある場合は早めに

相談してください。

　一部負担金の割合は、同一世帯内の被保険者の平成 27年中の所得によ

り算出された平成 28 年度の住民税課税所得と平成 27 年（1月から 7月

までは平成 26年）中の収入額をもとに計算しています。

　なお、世帯状況の異動や所得の更正などにより、随時変更されることが

あります。

02 限度額適用・標準負担額減額認定証の更新時期も88月11日（月）です！
　減額認定証の更新時期も 8月 1日です。現在、減額認定証をお持ちで 8月以降も引き続き対象となる人

には、被保険者証と一緒に新しい減額認定証を送付する予定です。

03 医療費の一部負担金の割合と自己負担限度額など

　医療機関での窓口負担額や医療費が高額になったときの自己負担限度額などは次表のとおりです。

区
分

一部
負担
金の
割合

自己負担限度額 ( 月額 )
入院時の食事代
の標準負担額　
(1 食当たり )

該当条件
個人単位
[ 外来 ]

世帯単位
[ 入院含む ]

現
役
並
み
所
得
者

３割 44,400 円

80,100 円＋（医療費－
267,000 円）×１％

[44,400 円 ]※ 1

360 円※ 2

　同一世帯に住民税課税所得 145 万円以上の被保険者がい
る世帯の人（※ 4）。ただし、住民税課税所得 145 万円以上で
も収入額（年金や給与などの合計）が一定の金額に満たない
人（※5）は、役場または各地域局に申請することにより「一
般」の区分となります。
（対象となる可能性がある人には申請書を送付しています）

一般 １割 12,000 円 44,400 円 360 円※ 2「現役並み所得者」、「低所得Ⅱ」、「低所得Ⅰ」以外の人

低
所
得

Ⅱ

1割 8,000 円

24,600 円
210 円

[160 円 ]※ 3 世帯員
全員が
住民税
非課税

「低所得Ⅰ」以外の人

Ⅰ 15,000 円 100 円

○ 各所得が必要経費・控除（公的年金等控除額を
80 万円として計算）を差し引いたときに０円と
なる人

○老齢福祉年金の受給者

※１　［　］内は過去 12ヵ月以内にすでに 3回以上高額療養費が支給されている場合、4回目からの額

※２　○指定難病患者については 260 円に据え置き

　　　○ 平成 28 年 3月 31 日において 1年以上継続して精神病床に入院していた人で平成 28 年 4月 1日以降も

引き続き医療機関に入院する人については、当分の間、1食当たり 260 円（平成 28年 4月 1日以後、合

併症などにより同日内に他の病床に移動または他の保険医療機関に転院し、引き続き入院した場合を含む）

※３　［　］内は過去 12ヵ月の入院日数が 90日を超える場合、91日目からの額（申請が必要）

※４　 昭和 20年 1月 2日以降生まれの被保険者がいる世帯は、住民税課税所得額 145 万円以上であっても、被保

険者全員の基礎控除（33万円）後の総所得金額などの合計額が 210 万円以下であれば 1割負担

※５　○同一世帯に被保険者が一人の場合　⇒被保険者の収入額…383 万円 未満

　　　○同一世帯に被保険者が一人で 70歳以上 75歳未満の人がいる場合

　　　　⇒被保険者と 70歳以上 75歳未満の人全員の収入合計額…520 万円未満

　　　○同一世帯に被保険者が複数いる場合　⇒被保険者全員の収入合計額…520 万円未満

後期高齢者医療制度のお知らせ
●問い合わせ先　役場町民課・各地域局

　　　　　　　　県後期高齢者医療広域連合事務局 ℡ 078・326・2021
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免
除
・
猶
予
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
５

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
…

平
日
忙
し
い
人
に
…

住
民
票
な
ど
が
時
間
外
・
休
日
で
も
受
け
取
れ
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
状
態
で
、
障

害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
な
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
免
除
（
猶
予
）
さ
れ
る
次
の
３
つ

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
全
額
免
除
・
一
部
納
付

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
が
全
額
免
除

ま
た
は
一
部
納
付
な
ど
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
一
部
納
付
の
場
合
に
お
い
て
保
険
料
を

納
付
し
な
い
場
合
は
「
未
納
期
間
」
と
な
り

ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予

　

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
や
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。（
平
成
28
年
７
月

１
日
か
ら
対
象
年
齢
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳

未
満
に
拡
大
）

③
学
生
納
付
特
例

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

※ 

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
で
き
ず
、
ま

た
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
が
あ

る
人
な
ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

①
の
承
認
を
受
け
た
場
合
、
納
付
を
免
除
さ
れ

る
期
間
は
受
給
資
格
期
間
（
将
来
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
加
入
期
間
）
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
て
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

豊
岡
年
金
事
務
所
が
出
張
年
金
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
に
は
、
年
金
手
帳
な

ど
の
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
で
お
越
し
に
な
る
場
合
は
、

委
任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
昼
間
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
電
話
予
約
を
す
る
と
時
間
外
や
休
日
に

各
種
証
明
が
受
け
取
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

予
約
が
で
き
る
証
明
書

　

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書

予
約
の
受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

予
約
で
き
る
人

　

▼
住
民
票
の
写
し

　
　

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員

　

▼
印
鑑
登
録
証
明
書

　
　

本
人
ま
た
は
代
理
人

　
　

（
予
約
時
に
印
鑑
登
録
番
号
が
必
要
）

受
け
取
り
場
所

　

電
話
予
約
を
し
た
本
庁
ま
た
は
地
域
局
の

当
直
室
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

受
け
取
り
に
必
要
な
物

　

▼
住
民
票
の
写
し

　
　

本
人
確
認
書
類
、手
数
料
（
１
通
３
０
０
円
）

　

▼
印
鑑
登
録
証
明
書

　
　

印
鑑
登
録
証
、
手
数
料
（
１
通
３
０
０
円
）

※ 

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

と
き

　

７
月
21
日
（
木
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

　

役
場
本
庁
舎

年
金
に
疑
問
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
８

出
張
年
金
相
談
窓
口
を
開
設
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

各
地
区
や
各
種
団
体
な
ど
が
奉
仕
作
業
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
環
境
美
化
（
清
掃
）

作
業
を
実
施
す
る
場
合
、
事
前
に
申
請
し
、

町
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
で
、
ご
み
処
理
手

数
料
を
負
担
す
る
こ
と
な
く
、
回
収
し
た
ご

み
を
処
理
施
設
に
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。申

請
方
法

　

ご
み
の
搬
入
予
定
日
の
３
日
前
ま
で
に
、

役
場
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
に
備
え
付
け

の
「
ご
み
搬
入
証
発
行
申
請
書
（
環
境
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
清
掃
用
）」
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

　

申
請
内
容
を
審
査
し
、
搬
入
可
能
と
し
た

場
合
「
ご
み
搬
入
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

ご
み
を
施
設
に
搬
入
す
る
時
に
窓
口
で

「
ご
み
搬
入
証
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・ 

回
収
し
た
ご
み
は
、適
正
に
分
別
し
て
（
下

表
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

・ 
施
設
ま
で
の
搬
入
道
路
は
、
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

搬
入
の
際
は
、
ご
み
の
飛
散
防
止
、
汚
水

の
流
出
防
止
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
で
回
収
し
た
ご
み
以

外
の
も
の
を
絶
対
に
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
ご
み
の
処
理

　

手
話
を
必
要
と
す
る
聴
覚
障
害
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
た
め
、
聴

覚
障
害
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
よ
う
と
す
る
人

や
、
手
話
に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
手

話
奉
仕
員
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

　

 

７
月
29
日(

金)

〜
平
成
29
年
２
月
10
日

(

金)

の
毎
週
金
曜
日
（
12
月
9
日
、
23
日
、

30
日
、
平
成
29
年
１
月
6
日
は
除
く
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

と
こ
ろ

　

香
住
区
中
央
公
民
館
な
ど

手
話
に
興
味
が
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
福
祉
課

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
基
礎
課
程
」
開
催

新
た
な
事
業
展
開
を
検
討
し
て
い
る
人
を
支
援
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
観
光
商
工
課

香
美
町
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

対
象
者　

　

町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
（
高
校
生
以
上
）

で
入
門
課
程
修
了
者
ま
た
は
同
レ
ベ
ル
の
人

　

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

内
容

　

相
手
の
手
話
を
理
解
し
て
日
常
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
手
話
の
基
本
的
な
知
識
や
技

術
を
身
に
付
け
る
。

受
講
料

　

無
料

　

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限

　

７
月
26
日
（
火
）
午
後
5
時
15
分

　

町
は
、
町
内
事
業
者
が
新
た
な
事
業
展
開

を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
事
業
内
容
に
対
し
、

全
国
か
ら
賛
同
、
共
感
を
基
に
投
資
を
募
る

こ
と
に
よ
り
、
資
金
調
達
と
潜
在
顧
客
の
獲

得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

　

７
月
14
日
（
木
）
〜
８
月
15
日
（
月
）

募
集
調
達
資
金

　

５
０
０
万
円
程
度

採
択
事
業
者
数

　

２
事
業
者

　

※
審
査
会
あ
り

補
助
金

　

手
続
き
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
（
上
限
70
万
円
）。

申
請
先

　

役
場
観
光
商
工
課
ま
た
は
香
美
町
商
工
会

分類 主なごみの種類 搬入施設 搬入時間

可燃系

汚れたプラスチック、ビニール、発泡

スチロール、紙くず、ゴム、木くず（長

さ 1ｍ、太さ 10㎝程度に切断）、枯れ

草など
クリーンパーク北但

（豊岡市竹野町坊岡 943）

月～土曜日

8:30 ～ 16:30

※ 祝日、年末年始は搬

入できません。
不燃系

汚れたカン、ビン類、ガラス片、金属片、

傘など

処理困難物

廃タイヤ、漁網、ロープ、瓦、廃家

電 4品目（冷蔵庫・冷凍庫、エアコン、

テレビ、洗濯機・衣類乾燥機）、既定の

大きさ（幅 1.5 ｍ、長さ 2ｍ、高さ 1ｍ）

を超えるものなど

旧矢田川レインボー内の

ヤード

（香住区大野 165-2）

月～金曜日

8:30 ～ 17:00

※ 祝日、年末年始は搬

入できません。

※ 事前に役場町民課へ

の予約が必要です。清掃土砂 側溝土砂、泥が取り除けない草木など
最終処分場

（香住区大野 189）

▲ごみは 4種類に分別して決まった場所に搬入してください
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

夏
本
番
！
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
！

〜 

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う 

〜

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

細
菌
が
原
因
と
な
る
食
中
毒
は
夏
（
６
〜

８
月
）
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
食
中
毒
を
引

き
起
こ
す
細
菌
の
多
く
は
、
約
20
℃
で
活
発

に
増
殖
し
始
め
、
約
35
〜
40
℃
で
増
殖
の
ス

ピ
ー
ド
が
最
も
速
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
細
菌
の
多
く
は
湿
気
を
好
む
た
め
、

湿
度
が
高
く
な
る
梅
雨
の
時
期
に
は
細
菌
に

よ
る
食
中
毒
が
増
え
ま
す
。
食
中
毒
は
、
一

年
を
通
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
気
温
や

湿
度
が
高
く
な
る
こ
の
時
期
は
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
た
め
に
も
、
食
品
衛
生
に

関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

台
所
に
潜
む
食
中
毒
の
危
険
！

台
所
に
潜
む
食
中
毒
の
危
険
！

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
！

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
！

正
し
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
！

正
し
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
！

　

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

は
目
に
見
え
な
い
た
め
、
ど
こ
に
い
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
周
り
の
至
る
と
こ

ろ
に
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

肉
や
魚
な
ど
の
食
材
に
は
、
細
菌
な
ど
が
付

着
し
て
い
る
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
物
に
触
れ
る
自
分
の

手
に
も
、
細
菌
な
ど
が
付
着
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
手
を
洗
わ
ず
に
食
材
や
食
器

な
ど
を
触
る
と
、
手
か
ら
そ
れ
ら
に
も
細
菌

な
ど
が
付
着
し
て
し
ま
う
の
で
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

き
れ
い
に
し
て
い
る
キ
ッ
チ
ン
で
も
、
食

中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
な
ど
が
ま
っ
た
く

い
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
食
器
用
ス
ポ
ン

ジ
や
ふ
き
ん
、
シ
ン
ク
、
ま
な
板
な
ど
は
細

菌
な
ど
が
付
着
、
増
殖
し
や
す
い
場
所
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

細
菌
に
よ
る
食
中
毒
を
防
ぐ
に
は
、
細
菌

を
食
べ
物
に
「
付
け
な
い
」、
食
べ
物
に
付

着
し
た
細
菌
を
「
増
や
さ
な
い
」、
食
べ
物

や
調
理
器
具
に
付
着
し
た
細
菌
を
「
や
っ
つ

け
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
に
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

食
品
を
購
入
す
る
と
き　

・
肉
、
魚
は
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
包
む

・
消
費
期
限
な
ど
の
表
示
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

・ 

生
鮮
食
品
な
ど
温
度
管
理
が
必
要
な
食
品

は
購
入
し
た
ら
す
ぐ
冷
蔵
庫
に
入
れ
る

家
庭
で
の
保
存

・
帰
っ
た
ら
す
ぐ
冷
蔵
庫
に
入
れ
る

・ 

冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ

ス
15
℃
以
下
に
維
持
す
る

下
準
備
の
と
き

・ 

タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
は
清
潔
な
も
の
に
交
換

す
る

・
こ
ま
め
に
手
洗
い
を
す
る

・
野
菜
も
よ
く
洗
う

調
理
を
す
る
と
き

・
加
熱
は
十
分
に
す
る

・ 
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
と
き
は
均
一
に
加
熱

さ
れ
る
よ
う
に
途
中
で
か
き
混
ぜ
る

・ 

調
理
を
途
中
で
止
め
る
と
き
は
食
品
を
冷

蔵
庫
に
入
れ
る

食
事
の
と
き

・
食
事
の
前
に
手
を
洗
う

・
盛
り
付
け
は
清
潔
な
器
具
、
食
器
を
使
う

・
長
時
間
室
温
に
放
置
し
な
い

残
っ
た
食
品
を
扱
う
と
き

・
作
業
前
に
手
を
洗
う

・
清
潔
な
器
具
、
容
器
で
保
存
す
る

・ 

時
間
が
経
ち
過
ぎ
た
り
、
少
し
で
も
怪
し

い
と
思
っ
た
ら
、
思
い
切
っ
て
捨
て
る

　

手
洗
い
は
食
中
毒
を
予
防
す
る
第
一
歩
で

す
。
正
し
く
手
を
洗
い
食
中
毒
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。
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【事例】

　インターネット通販で美容と健康に良いと

いう健康食品を注文した。

　「毎月の定期購入契約にすると、初回に限

り 500 円でお試しできる。2回目からは通

常価格の 2,980 円になる。電話一本でいつ

でも中止できる」とのことなので、1回でも

安く買えるならと定期購入を注文した。

　しかし、仕事をしているので営業時間内に

なかなか電話をすることができない。昼休み

にやっと電話ができても話し中で繋がらない。

　このままずっと止められないのだろうか。

【ひとことアドバイス】

◆ 「業者の受付時間が短く、仕事の休憩時間に電

話をかけても繋がらない」「いつでも止められ

ると思っているうちに、数ヵ月が経過してし

まった」といったトラブルが多くあります。

◆ インターネットの表示は契約条件が分かりにく

いものが多くあるほか、小さな文字で「最低●

回の継続が必要」などと書かれたものもあるた

め、注意が必要です。

◆ 通信販売では表示された店の規約が優先されま

すが「商品が間違っている」「商品が届かない」

「連絡先の表示がない」など消費者に不利な場

合もあります。お困りの際はご相談ください。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活費 相談

定期購入が止められない！
～毎月届く健康食品～

　

本
町
で
は
「
す
べ
て
の
高
齢
者
の
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
支
え
合
う
町
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
病
気
に
な
っ
て
も
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
医
療
・
介
護
の

体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
６
月
７
日
、
公
立
香

住
病
院
内
科
の
松
岡
裕ゆ

う

き樹
医
師
を
講
師
に

「
介
護
職
の
知
っ
て
お
く
と
役
立
つ
研
修
会
」

を
在
宅
医
療
・
介
護
関
係
者
を
対
象
に
開
催
。

約
70
人
が
参
加
し
※

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

高
齢
に
な
る
と
「
自
分
で
症
状
を
訴
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
や
「
症
状
を
自
覚
で
き

に
く
い
」
と
い
っ
た
人
も
い
る
た
め
、
携
わ

る
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
気
づ
き
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

の
正
し
い
数
値
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
上
で
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
迷
わ
ず

早
期
受
診
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
の
内
容
で
し
た
。

　

高
齢
者
を
支
え
る
立
場
と
し
て
、
バ
イ
タ

ル
サ
イ
ン
に
関
す
る
知
識
は
必
須
で
す
。
今

回
の
講
演
で
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
各
項
目

に
対
し
て
、
基
準
と
な
る
指
標
や
測
定
方
法

な
ど
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
れ
、
顔
の
見
え
る
関
係
が
築
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
多
職
種
が
連
携
し
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
す
と
と
も
に
、

医
療
・
介
護
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
地
域

と
一
緒
に
考
え
る
機
会
を
計
画
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
」

の
取
り
組
み
を
紹
介
！ ●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

※
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
と
は
…

　

 

生
死
に
関
わ
る
重
要
な
指
標
の
こ
と
で
、
血

圧
、
脈
拍
、
体
温
、
呼
吸
、
意
識
状
態
、
尿

量
な
ど

▲ バイタルサインの重要性について説明する松
岡医師
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文文  
芸芸  

かか  

みみ

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

〜 

俳
句
講
座 
〜　

選
者 

岩
崎 

鳥
衣

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

わ
が
代
で
終
わ
り
に
す
る
と
う
老
い
の
背
は
ひ
と
き

わ
丸
く
ち
い
さ
く
な
り
て　
　
　
　
　

有
本
さ
や
か

あ
り
っ
た
け
の
気
持
ち
集
め
て
一
粒
の
え
ん
ど
う
つ

ま
む
よ
幼
の
指
は　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
惠
子

一
匹
の
蛍
の
光
に
と
き
め
き
て
闇
夜
に
消
ゆ
る
を
な

お
も
追
い
求
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
美
栄
子

梅
雨
晴
れ
に
地
面
す
れ
す
れ
つ
ば
く
ら
め
二
羽
つ
れ

だ
ち
て
飛
び
立
ち
に
け
り　
　
　
　
　

岡
本
弘
子

新
緑
燃
ゆ
る
ハ
チ
北
山
へ
の
山
登
り
我
も
登
り
た
き

が
気
持
ち
焦
る
の
み　
　
　
　
　
　
　

田
中　

力

怒
り
を
も
お
さ
め
る
術
に
も
慣
れ
て
来
て
若
き
ら
に

合
わ
せ
て
家
庭
円
満　
　
　
　
　
　
　

田
中
富
美
子

キ
ッ
チ
ン
の
空
気
も
カ
バ
ン
に
詰
め
込
ん
で
じ
ゃ
ー

ね
と
孫
は
学
び
舎
に
行
く　
　
　
　
　

吉
村
栄
子

八
木
川
の
淵
の
暗
み
に
ひ
と
つ
ふ
た
つ
点
れ
る
蛍
川

上
へ
舞
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

入
梅
す
る
濡
れ
て
重
た
き
山
着
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎
鳥
衣

星
の
夜
や
火
星
に
会
え
ず
初
蛍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内
綾
子

新
緑
の
風
快
よ
き
田
舎
み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田
耕
衣

笹
百
合
の
人
待
ち
顔
に
色
ほ
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
文
枝

厚
手
服
又
出
し
て
来
る
迎
え
梅
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣
博
子

ヨ
シ
キ
リ
の
さ
か
ら
ひ
鳴
け
る
川
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
下
喜
幸

梅
雨
入
り
待
つ
伸
び
し
狭
庭
の
花
木
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
し
ず
子

梅
雨
し
と
ど
畑
の
野
菜
に
恵
み
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

道
子

吹
き
上
げ
る
谷
住
む
家
の
涼
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
田
鶴
子

黄
金
の
花
芯
香
り
て
沙
羅
落
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根
富
子

 おめでとうございます

町内から表彰受賞者がありました
（順不同・敬称略）

　日本の夕陽百選に選ばれた最高のロケー
ションで、美味しい食事やゲームをしながら
楽しく過ごしましょう。
●とき
8 月 28 日（日）11:00 ～ 17:00
●ところ
ファミリーイン今子浦（香住区境 548）
●参加資格
・ 男性： 町内在住または在勤のおおむね20～

40 歳の独身の人
・ 女性： おおむね 20 ～ 40 歳の独身の人（町

外の人大歓迎）
●参加費
男性 6,000 円、女性 3,000 円
●応募定員
男女各 15人（応募多数の場合は抽選）
●応募期限
8 月 10 日（水）
●問い合わせ（申し込み）先
香美町商工会
℡ 0769・36・0123

カップリングビュッフェパーティ

Summer Story を開催します！

近畿管区行政評価局長表彰

　小林久倫（村岡区神坂）

兵庫県功労者表彰

　【福祉功労】

　　田村英
え い こ

子（小代区貫田）

　【産業振興功労】

　　西村　雄（村岡区大笹）

　【技能・労働功労】

　　岸進（村岡区柤岡）

（公社）日本観光振興協会関西支部長表彰

　西村美
み は る

春（村岡区萩山）
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求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 28年 6月 21 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

※ このコーナーは、先月（5/21 ～ 6/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

こんにちは、赤ちゃん

記
後

編
集

　

今
年
も
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
で
中
学
生
が
役
場

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

広
報
担
当
の
僕
の
と
こ
ろ

に
は
２
日
間
。
今
年
は
、
取

材
し
て
記
事
を
書
く
だ
け
で

は
な
く
、
タ
イ
ト
ル
を
決
め

た
り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え

た
り
も
し
ま
し
た
。

　

彼
ら
が
考
え
て
く
れ
た
レ

イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
元
に
ト
ラ

イ
や
る
の
記
事
は
作
っ
て
み

た
の
で
す
が
。
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。　

（
コ
バ
ヤ
シ
）

※ このコーナーは、先月（5/21 ～ 6/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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写真でつづる
まちのできごと

Photo News

　

か
つ
て
世
界
的
な
冒
険
家
の
植
村
直
己
が
香
美
町
側
か
ら
登
っ
た

蘇
武
岳
で
５
月
29
日
、
蘇
武
岳
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
参
加

者
と
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
約
１
４
０
人
が
初
夏
の
新
緑
ハ
イ
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
糠
神
社
か
ら
、
馬
の
背
、
蘇
武
展
望
台
を
経
て
山
頂
ま
で
の
往

復
約
11
㎞
、
標
高
差
８
０
０
ｍ
の
本
格
的
な
登
山
コ
ー
ス
で
す
が
、

所
々
で
展
望
で
き
る
村
岡
の
町
と
山
並
み
、
整
備
の
行
き
届
い
た
登

山
道
が
魅
力
的
な
コ
ー
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　

山
頂
付
近
で
は
村
岡
側
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
神
鍋
側
や

但
馬
空
港
な
ど
の
景
色
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
蘇
武
展
望
台
で
は
地
元
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
「
蘇
武
鍋
」

を
す
す
り
な
が
ら
、「
蘇
武
岳
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」の
徳
田
正
賢
さ
ん（
村

岡
区
村
岡
）
が
木き

じ

し

地
師
の
歴
史

な
ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
蘇
武
岳
に

登
っ
た
小
谷
沙さ

ら羅
さ
ん
（
村
岡

区
八
井
谷
）
は
「
初
め
て
の
参

加
で
思
っ
た
よ
り
し
ん
ど
か
っ

た
。
で
も
頂
上
に
着
い
た
と
き

に
は
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
登
っ
て
み
た
い
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲新緑を楽しみながら蘇武岳を登る参加者の皆さん

１
０
７
４
ｍ
か
ら
望
む
ふ
る
さ
と
！

蘇
武
岳
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
（
５
月
29
日
、
村
岡
区
内
）

　

初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
日
差
し
の
中
、
毎
年
恒
例
の
う
わ
の

ツ
ツ
ジ
ま
つ
り
（
兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
５

月
22
日
、
兎
和
野
高
原
グ
リ
ー
ン
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
例
年
よ
り
早
く
開
花
し
、
花
の
見

ご
ろ
は
終
盤
。
そ
れ
で
も
新
緑
の
森
と
芝
生
の
中
で
多
く
の
家
族

連
れ
な
ど
で
賑
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
食
味
日
本
一
の
板
仕
野
米
お
に
ぎ
り
、
香
美
町
商
工
会

の
Ｓ
・
Ｋ
・
Ｓ
（
干
し
・
き
す
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
）、
瀞
川
平
倶
楽

部
の
も
っ
ち
り
キ
ャ
ベ
ツ
焼
き
、
名
物
と
な
っ
た
石
窯
焼
き
ピ
ザ

な
ど
が
お
目
見
え
し
、
来
場
者
の
人
気
を
集
め
、
長
い
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
芝
生
広
場
な
ど
で
は
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
木
を
登
る
ツ

リ
ー
イ
ン
グ
や
組
み
木
体
験
、
地
元
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
リ
ズ
ム
カ
ル
な

ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
み
ん
な
の
笑
顔
が
満
開
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
ツ
ツ
ジ
の
名
所
を
後
世
に
残
そ
う
と
、
広
場
の

一
角
に
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
苗
木
50

本
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

植
樹
に
参
加
し
た
森
井
陽
子
さ

ん
、
ひ
な
た
さ
ん
、
晴は

る

ひ日
さ
ん
親

子
（
村
岡
区
萩
山
）
は
「
お
花
が

大
好
き
。
来
年
に
沢
山
の
お
花
が

咲
き
ま
す
よ
う
に
」
と
苗
木
の
成

長
を
願
い
な
が
ら
丁
寧
に
植
樹
を

し
て
い
ま
し
た
。

▲ ツツジの植樹を行う浜上町長と子どもたち

家
族
で
新
緑
の
高
原
を
満
喫
！

う
わ
の
ツ
ツ
ジ
ま
つ
り
（
５
月
22
日
、兎
和
野
高
原
グ
リ
ー
ン
広
場
）
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今
年
も
心
温
か
い
残
酷
に
挑
む
！

第
24
回
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
（
６
月
12
日
、
小
代
区
内
）

　

６
月
12
日
に
小
代
区
内
で
行
わ
れ
た
第
24
回
み

か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
。
当
日
は
、
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
の
全
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
過
去
最
多
の
２
６
７
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、

全
長
24
㎞
、
高
低
差
約
４
０
０
ｍ
の
山
岳
部
特
有

の
う
ね
り
の
あ
る
コ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　

有
名
人
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
変
装

し
て
大
会
を
楽
し
む
ラ
ン
ナ
ー
が
い
る
一
方
で
、

ゴ
ー
ル
後
に
体
力
を
使
い
果
た
し
、
倒
れ
こ
む
ラ

ン
ナ
ー
が
い
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
会
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
給
水
所
で
は
、

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
小
代
小
、
中

学
校
の
児
童
、
生
徒
た
ち
が
「
頑
張
れ
」
と
声

援
を
送
り
な
が
ら
、
冷
た
い
飲
料
水
や
バ
ナ
ナ

な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
、
振
る
舞
わ
れ
た
冷
や
し
ト
マ
ト

な
ど
で
疲
れ
た
体
を
癒
し
て
い
た
寺
本
雅
彦
さ

ん
（
明
石
市
）
は
「
自
然
の
中
、
特
に
山
を
走

る
の
は
楽
し
い
で
す
。
初
め
て
参
加
し
た
け
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
す
ご
く
温
か
い
で
す
。

中
学
生
や
高
校
生
の
応
援
に
も
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
は
多
く
の
優
し
さ
を
与
え
て
く
だ
さ
い
！

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
（
６
月
12
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

６
月
12
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
が
講
師
に
「
夜
回

り
先
生
」
こ
と
水
谷
青
少
年
問
題
研
究
所
の

水
谷
修
所
長
を
迎
え
「
あ
し
た
笑
顔
に
な
ぁ

れ
〜
命
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
〜
」
と
題
し

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
薬
物
や
虐
待
な
ど
子
ど

も
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
犯

罪
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
機
会
が
増
え
て
い

る
状
況
で
、
親
は
ど
う
子
ど
も
と
向
き
合
っ

て
子
育
て
を
す
る
べ
き
な
の
か
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
は
有
害
な
も
の
か
ら
自
分
を
守
り
、

強
く
生
き
て
い
く
力
を
ど
の
よ
う
に
身
に
付

け
て
い
く
の
か
を
考
え
る
機
会
に
し
よ
う
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
水
谷
さ
ん
が
教
員
時
代
か
ら
行
っ

て
い
る
「
夜
回
り
」
な
ど
の
実
体
験
を
も
と
に

行
わ
れ
、
そ
の
中
で
水
谷
さ
ん
は
「
子
ど
も
は

親
や
環
境
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
の

子
ど
も
も
温
か
い
家
庭
で
育
ち
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
子
ど
も
た
ち
に
多
く

の
優
し
さ
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。
受
け
た
愛
が

深
け
れ
ば
非
行
に
は
な
り
に
く
い
も
の
で
す
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

▲子どもたちの非行防止について語る水谷修さん

▲スタートの合図とともに一斉に駆けだすランナー

　

「
初
め
て
訪
れ
て
、
こ
の
山
は
ス
キ
ー
場
に
な
る
た
め

に
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
な
山
だ
と
思
っ
た
」。
６
月
４
日
、

ハ
チ
北
高
原
自
然
協
会
設
立
50
周
年
記
念
講
演
会
（
ハ
チ

北
高
原
自
然
協
会
主
催
）
が
村
岡
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

世
界
的
な
冒
険
家
の
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
が
プ
ロ
ス
キ
ー

ヤ
ー
と
し
て
関
わ
っ
た
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
開
発
の
思

い
出
を
語
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
な
か
で
三
浦
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
頃
か
ら
同
ス

キ
ー
場
に
何
度
も
訪
れ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
ス

キ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
た
り
し
た
こ
と
、
ま
た
昭
和

45
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
で
の
ス
キ
ー
滑
降
の
た
め
に
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
を
使
っ
た
練
習
を
北
壁
斜
面
で
行
っ
た
こ
と
な

ど
を
懐
か
し
そ
う
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
世
界
７

大
陸
最
高
峰
の
ス
キ
ー
滑
走
へ
の
挑
戦
や
70
歳
で
悲
願
の

エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
、
さ
ら
に
75
歳
、
80
歳
で
も
登
頂
に

成
功
し
た
話
な
ど
を
語
り
、
訪
れ
た
２
０
０
人
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　

三
浦
さ
ん
は

「
大
き
な
夢
の

前
に
は
必
ず
失

敗
が
あ
る
。
何

と
し
て
も
や
り

遂
げ
る
と
い
う

気
持
ち
と
工
夫

が
あ
れ
ば
、
夢

は
必
ず
実
現
す

る
」
と
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

大
き
な
夢
の
前
に
は
必
ず
失
敗
が
あ
る
！

ハ
チ
北
高
原
自
然
協
会
設
立
50
周
年
記
念
講
演
会
（
６
月
４
日
、村
岡
体
育
館
）

▲ ハチ北高原の思い出を熱く語る三浦雄一郎さん
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兵
庫
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方
郡
香
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町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
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3809

電
子
メ
ー
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　 消費生活センター　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

まちのうごき

合　計

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
136

号
）
平
成
28
年
7
月
14
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

37）

20）

17）

0）

（平成 28 年 6月 1日現在）

18,852 人（－

9,025 人（－

9,827 人（－

6,711 世帯（±

みんなのがっこうみんなのがっこう
第
８
回

兎
塚
小
学
校

学校の略歴

昭和 46 年 福岡・大谷・日影小学校を統合し村岡町立兎塚小学校を創設

昭和 47 年 3 校舎を廃止し、開校式を挙行

昭和 47 年 校舎全館が完成し、落成式を挙行

昭和 51 年 統合 5周年記念事業

平成元年 文部省指定「思いやりの心を持って支え合い、ともにやりぬく子」をテーマに研究発表

平成 6年 全日本学校緑化コンクール学校林等活動部門「国土緑化推進機構理事長賞」

平成 11 年 新装校舎完成セレモニー・一般公開

平成 20 年 兵庫県学校歯科保健優良校表彰「最優秀」校

平成 22 年 兵庫県小中学生書写コンクール「学校賞」受賞

平成 24 年 但馬小学校特別活動研究発表

平成 28 年 体育館耐震補強および大規模改修工事完了

　

兎
塚
小
学
校
（
三
宅
博
校
長
、70
人
）

は
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
主
体
的
に
考
え

行
動
で
き
る
自
立
す
る
子
」
〜
手
を
つ

な
ぐ 

考
え
を
つ
な
ぐ 

心
を
つ
な
ぐ
〜 

を
教
育
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
活
動
に
は
「
ゆ
う
ゆ
う
タ

イ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
日
の
５
校
時
に
子
ど
も
た

ち
が
自
主
的
に
活
動
す
る
時
間
で
、
委

員
会
発
表
を
行
っ
た
り
、
体
操
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
月
に
１
度

行
わ
れ
る
「
ラ
ビ
ッ
ト
発
表
会
」
で
は

自
分
の
意
見
を
全
校
生
の
前
で
大
き
な

声
で
発
表
し
ま
す
。

　

大
き
な
声
で
発
表
す
る
こ
と
は
と
て

も
勇
気
が
い
る
こ
と
で
す
が
、
仲
間
に

自
分
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
力

が
培
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
が
多
く
積
も
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
２
月
に
は
雪
上
運
動
会
を
行

い
ま
す
。

　

雪
が
積
も
っ
た
校
庭
で
、
全
校
生
に

よ
る
ソ
リ
レ
ー
ス
、
雪
の
タ
ワ
ー
作
り
、

雪
だ
ま
玉
入
れ
、
雪
中
宝
さ
が
し
な
ど

独
自
の
種
目
を
行
い
、
寒
い
冬
で
も
熱

く
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

三
宅
校
長
は
「
明
る
く
素
直
な
子
ど

も
が
と
て
も
多
い
で
す
。
自
分
で
勇
気

を
持
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
射
添
小
学
校
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

▲大きな声で発表するラビット発表会

▲寒さも吹き飛ぶ雪上運動会


